

































































































の 10 時、11 時まで行われ、そこで白熱
した議論が戦わされている」「このよう
な組織･仕組みはどこの大学でも出来な
いのでは」「こんな全カリっていったい
何だろうか」など、すでに 10 年近く前
のことであるが、ほんの少し前の出来事
であったかのように話は尽きない。そし
て何度となく、様々なところで報告され
てきているが、10 周年を期しての座談会
でも「全カリを支え続けている全カリ事
務職員の優秀さがあってこそ全カリが
大きな故障（？）もなくここまでやって
これていると実感している。自分の役割
を十分に理解していない教員（執行部メ
ンバーや部長と言えどもそうであるが）
と辛抱強く付き合い、必要な指示を適切
な時期に示し、他大学からの問い合わせ
にも支障なく対応するなど、このような
すばらしい働きで支えられている全カ
リ部長は部長会メンバーの中では最も
恵まれている」ことを改めて全員で確認
した。 
新たな教養教育の挑戦として立教全
カリは注目をされ、さまざまな場所での
講演や全カリへのヒアリングなどが今
もなお継続している。専属の教員は持た
ないが全カリ部長は大学の最高意思決
定機関の正式メンバーであり、独自の事
務組織を有し、全学が支えている全カリ
は今「第２ステージ」が協議中である。
いかなる方向へと全カリは行くのか、こ
れは全カリに閉じた議論ではすまない。
それは全カリが立教の誇りであり続け
ているからである。 
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全学共通カリキュラムの概念図 
全学共通カリキュラム運営センターの組織 
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全学共通カリキュラム運営センター略年表
大学 全カリ
1955.4 一般教育部設置
1969 大学紛争
＜教養学部構想＞
1973 全学カリキュラム委員会設置
＜新学部構想＞
1990.4 新座キャンパス開校
1991.7 文部省、大学設置基準を改正（大綱化）
10.14 「全学カリキュラム検討委員会」発足
1992.7.15 答申「21世紀をめざす立教大学の全学カリキュラムについて」（ブルーパンフ）
9.30 「全学共通カリキュラム運営センター組織図・規程」の検討始まる
10.26 「全学共通カリキュラム作成委員会」発足
12.20 「全学共通カリキュラムに関する答申」（ホワイト・パンフ）
1993.11.24 全学共通カリキュラム運営センター規程決定
1994.1.25 「全学共通カリキュラム運営センター準備委員会」発足
10.31 「全学共通カリキュラムの編成・実施に関する答申」（グリーン・パンフ）
12.1 全学共通カリキュラム運営センター発足
1995.3.31 一般教育部廃止（３分野の教員は学部へ）
1995.4.1 大学教育研究部発足
1996.3.21 『大学教育研究フォーラム』第１号発刊
11.29 全学共通カリキュラム説明会実施
年 年月日
記事
全カリ部長 総長
72.4～
佃　正昊
75.4～
尾形　典男
83.2～
高橋　健人
86.5～
濱田　陽太郎
1990
1991
1992
1993
94.5～
塚田　理
1994
94.12～
寺﨑　昌男
1995
1996
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大学 全カリ
1997.4.1 ランゲージ・センター開設 全学共通カリキュラム全面実施
6.1 「立教大学白書（1997年版）」刊行
1998.3.31 大学教育研究部廃止（言語・スポーツ教員は学部へ）
1998.4.1 観光学部・コミュニティ福祉学部開設
2000.3.1 「総合Ａ専任担当ルール」提案
2001.2.14 『全カリのすべて』刊行
4.1 2001年度総合カリキュラム改革実施「立教科目」「時事科目」開設
2002.4.1 独立研究科開設 池袋・新座統合カリキュラム実施
2003.3 「立教大学白書（2002年版）」刊行
2003.4.16 将来計画推進本部（2006年度アカデミックプラン）開設
　
Web登録導入
9.  第１回特色ＧＰ「全カリ」不採択通知
2004.4.1 法務研究科開設
8. 　 第２回特色ＧＰ「英語」不採択通知
10.7　 リサーチ・イニシアティブセンター開設
大学教育開発・支援センター開設
10.16 外部評価ヒアリング実施
2005.7 第３回特色ＧＰ「立教科目」採択
7.30 「認証評価報告書」刊行
2006.4.1 経営学部・現代心理学部開設 2006年度カリキュラム改革実施
10.26 「全カリ第２ステージ」検討委員会答申
1997
①
2006
⑩
2007
⑪
02.5～
押見　輝男
06.5～
大橋　英五
2004
⑧
04.4～
山本　博聖
2005
⑨
97.4～
所　一彦1998
②
00.4～
庄司　洋子
2001
⑤
2002
⑥
2003
⑦
97.4～
塚田　理
2000
④
年 年月日
記事
全カリ部長 総長
98.5～
大橋　英五
1999
③
